
令和７年度 部会報告（地域活動支援センター部会） 

 

１ 令和７年度の取り組みの方向性 

「地活対象者以外の方（障害者手帳など非保持者）のカウントについて」、市（事務局）で整理（地

域福祉課所管の計画や重層的支援との関連）し、部会にて協議する。 

 

２ 開催実績  

回 開催日 実施内容概要 参加数 

１ 令和 7 年７月３１日 

・地域活動支援センター朋友舎の見学 

・地域活動支援センターにおける地域課題について 

・重層的支援体制整備事業について 

・地域活動支援センターの利用者と補助の動向について 

・日中活動部会の創設に向けた検討について 

１０人 

 

３ 解決すべき課題 

①利用者の高齢化 

②日中活動における他サービス事業所増による利用希望者の減少 

③職員のマンパワー不足 

④地活の必要性の共通認識を持つことや課題等の情報交換 

⑤地活対象者（障害者など）以外の方のカウントについて 

⑥本部会以外のサービス種別を加えた日中活動部会の創設について検討 

 

 

４ 実施・解決できたこと 

①～③について、利用者の重度化や自然減に関する状況の把握と、各地活において利用者が居心地が

よい居場所となるように、また利用者増につながるように、レクリエーション（バス・見学・食事）の

実施やサロン、学習会、講習会を開催している事を共有した。 

④地活の必要性や課題については共通認識が得られ、部会内での情報交換が実施された。 

⑤に関連した、重層的支援体制整備事業の概要と他自治体の事例を共有した。また、他の自治体が行っ

ている重層的支援体制整備事業の実例を参考に、現在各地活で行っている事業のうち重層的支援に繋が

りそうなものの有無などを確認した。 

⑥日中活動部会について、現時点では地活部会から拡張せず、現部会の形で継続することを確認した。 

 

５ 実施・解決できなかったこと 

①～③については、④で地活の必要性や課題を共通認識と共有しているが、利用者の高齢化や減少、

職員のマンパワー不足については、共通認識が得られたものの、具体的な解決策には至らなかった。 

⑤地活対象者以外の方のカウント方法については、市の方針に影響されるため、現時点では解決に至ら

なかった。 

⑥日中活動部会創設については、他のサービスと連携を強化することのメリットは感じられたものの、

取り組む地域課題は見いだせなかった。 

 

資料 ９ 



６ 令和８年度の取り組みの方向性 

①～④についても引き続き取り組んでいく。 

⑤地活対象者以外の方（障害者手帳など非保持者）のカウントについては、重層的支援体制整備事業の

市の動向を市（事務局）と部会で共有しつつ、今後も引き続き部会にて協議する。 

 

 


